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※はじめに

◆ご使用になる前にこの取扱説明書を必ずお読みください。お読みになった後も装置の近くの

見やすいところに大切に保存してください。

◆製品の仕様、外観、性能は改良のため予告なく変更されることがあります。また、本書に記

載された内容も予告なく変更される場合がありますので、あらかじめご了承願います。

※保証及び責任の範囲について

◆本装置の保証期間はご購入いただいた日から１年間です。

◆下記のような場合には、保証期間中であっても有償修理となりますので、あらかじめご了承

願います。

●誤操作による故障、又は損傷。

●火災、地震、水害、落雷、その他天災地変による故障、又は損傷

●不適切な環境での使用による故障、又は損傷

●納品後に本体落下、輸送による故障、又は損傷

●弊社以外での修理、又は改造をした場合。

◆本書に記載した内容は慎重に検討していますが、万一その内容に不備があった場合にはご容

赦願います。

◆この取扱説明書に記載されている注意事項や操作方法を守らなかった結果にもとづく損害に

つきましては、弊社では責任を負いかねますのでご了承願います。



安全上のご注意
● ご 使 用 の 前に こ の 安 全 上 の 注 意を よ く お 読み の 上 、 正 し く お 使 い下 さ い

● こ こ に 示 し た 注 意 事 項 は 、 計 器 を 正 し く お 使 い 頂 、 あ な た や 他 の 人 々 の 危

害 や 損 害 を 未 然 に 防 止 す る た め の も の で す 。 ま た 注 意 事 項 は 危 害 や 損 害

の 大 き さ と 切 迫 の 度 合 い を 明 示 す る た め に 、 誤 っ た 取 り 扱 い を す る と 生

じ る こ と が 想 定 さ れ る 内 容 を 、 「 危 険 」 「 警 告 」 「 注 意 」 の ３ つ に

区 分 し て い ま す 。 い ず れ も 安 全 に 関 す る 内 容 で す の で 、 必 ず 守 っ て 下 さ

い 。

危険：人が死亡又は重傷を負う差し迫った危険の発生が想定される内容

警告：人が死亡又は重傷を負う可能性が想定される内容

注意：人が損傷を負う可能性及び物的損害のみの発生が想定される内容

危険・警告・注意を促す内容があることを告げるものです。

禁止の行為であることを告げるものです。

行為を強制したり指示したりする内容を告げるものです。

警告 修理者以外の人は絶対に分解したり修理改造は行わないで下さい。感電や

損傷の恐れがあります。

点検や修理の際は必ず電源スイッチや警報スイッチを切って下さい。感電

や誤動作の原因になります。

アースは確実に配線して下さい。故障や漏電のとき、感電する恐れがあり

ます。

配線工事は電気設備技術基準や内線規定に従って、正しく行って下さい。

誤った配線工事は、感電や火災の原因となります。

注意 長期間ご使用にならないときは、必ず電源スイッチを切って下さい。絶縁

劣化による感電や漏電の原因となります。

運転中「計器」表面スイッチ、ボリューム 「裏面」端子台等さわらない

で下さい。誤動作の原因となります。

計器に異常が見られた場合は、事故防止のため電源スイッチを切り、ご注

文先に必ず連絡し点検、修理をご依頼下さい。

※記載事項に従わない場合

本書に記載されている事項に対する警告に従わない場合、弊社はいかなる責務に付いて

も責任を負いません。
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概 要1.
本器は交流２電極方式の液体電導度調節計です。メーターリレーを用いた簡単な設定で、

任意の点で警報接点が取り出せますので、弁の自動開閉、薬剤注入制御も可能で各種工業

プラント用として最適です。

仕 様2.

計器の仕様2.1.

( )測定原理 交流２電極方式1

( )測定方法 直接浸漬連続指示2

( )測定範囲 μ 目盛り3 S/cm
（標準） ～ ～ ～ ～ ～ ～ μ ㎝のうちの一つ0 10, 0 20, 0 50,0 100, 0 200 ,0 500 S/

Ω 目盛りcm
× Ω㎝ (中心値 × Ω㎝)500 10 75 10４ ４

× Ω㎝ (中心値 × Ω㎝)1000 10 75 10４ ４

Ω㎝（特殊）M
0-5,0-10

( )表 示 アナログ指示計4

( )繰返し性 μ ㎝目盛 フルスケールの±３％5 S/
Ω㎝目盛 目盛長の±３％

6 S/ 0 F.S./0-200mV 0 /0-200mV( )記録計出力 μ ㎝目盛 ～ Ω㎝目盛∞～

( )電 源 ± 約 ご指定による7 AC100V,AC110V,AC200V,AC220V 10% 50/60Hz 10VA

8 1ab( )警 報 接点構成

（μ ㎝は上限のみ、Ω㎝は下限のみ）S/
接点容量 （抵抗負荷）AC250V5A

( ) 液 体 の 温 可能 標準は温度補償なし9
度補償の有無 温度補償係数 ℃2%/

温度補償範囲 ℃5~45

( ) 本体構造 屋内パネル取り付け型10
145 145パネルカット ×

( )重 量 約 ㎏11 3.2

( )使用温度 計器周囲温度 ℃12 0~50
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電極部の仕様2.2.
型の場合CP-2
1 CP-2( ) 型 式

( ) 材 質 本体： 、接液部： ･ 及びチタン2 C-PVC P P

3 50 S/cm 1( ) 電 極 定 数 μ 以上：

20 S/cm 0.186（設計値） μ 以下は

0-5 0-10M 0.05、 Ω㎝

( )使用温度 ℃4 0~90

5 JIS10K40A( ) 取 り 付 け フランジ

方式

6 10m( ) ケ ー ブ ル 標準

長

( ) 電 極 ケ ー 防水コネクター7
ブル接続方式

( )温度素子 サーミスター Ω ℃8 2.179k at25

( ) 重 量 約 ㎏（ケーブルは除く）9 0.1

型の場合CP-1
1 CP-1( ) 型 式

( ) 材 質 本体： 、接液部：チタン2 PVC

3 1( ) 電 極 定 数

（設計値）

( )使用温度 ℃4 0~50

5 G1( ) 取 り 付 け 配管ねじ込み式

方式

6 5m( ) ケ ー ブ ル 標準

長

( ) 電 極 ケ ー 防水コネクター7
ブル接続方式

( )温度素子 サーミスター Ω ℃8 2.179k at25

( ) 重 量 約 ㎏（ケーブル長 のとき）9 0.5 5m
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構造3.

外観図3.1.

計器外観図3.1.1.

Ｌ

電源 自動制御(H) 記録計
AC100V A C B + - S

電極
C2 C1

FUSE

調整 指針調整

切

入

電

源

水

質

警

報

入

切

142
155

22 222 4
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電極外観図3.1.2.

電極寸法図CP-2

電極寸法図CP-1

φ32

φ26

JIS10K40A PVC FR
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各部の機能3.2.

( )指示部1
測定 調整スイッチが測定の場合、測定値を指示します。/
測定 調整スイッチが調整の場合、調整値値を指示します。/

( )電源スイッチ2
「入」側に倒すと本器に電源が供給されます。

( )電源ランプ3
本器に電源が供給されたとき点灯します。

( )測定 調整スイッチ4 /
通常は「測定」にします。計器の動作確認時「調整」に倒し( )指針調整つまみでメー7
ターの指示を最大目盛り値に合わせます

( )警報設定つまみ5
警報接点の動作点を設定するためのつまみです。

( )警報動作ランプ6
μ ㎝目盛：測定値が設定値以上になると点灯します。S/
Ω㎝目盛：測定値が設定値以下になると点灯します。

( )指針調整つまみ7
警報接点の動作点を調整するためのボリュウムです。

( )警報動作解除スイッチ8
このスイッチを「切」にすると、警報接点を非動作とする事が出来ま。

Ｌ

調整 指針調整

切

入

電

源

水

質

警

報

入

切

指示部

(2)

(3) (4)

(5)

(6)
(7)

(1)

(8)
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設置方法4.

設置場所4.1.

次の様な点を考慮の上、設置場所を選定して下さい。

( )温 度 変 化 の 少 な い 場 所 。1
( )乾 燥 し た 場 所 。2
( )腐 食 性 ガ ス 、 ほ こ り の ない 場 所 。3
( )水 や 薬 品 が 計 器 に か か らな い 場 所 。4
( )振 動 の な い 場 所 。5
( )モ ー タ ー 等 の 誘 導 障 害 を及 ぼ す 機 器 と 離 れ てい る 場 所 。6
( )直 射 日 光 の 当 た ら な い 場所 。7
( )保 守 点 検 等 の 容 易 な 場 所。8

計器の取り付け方法4.2.

所定のパネルカット（ × ）を設け、計器本体の取り付け金具をはずして前面より145 145
計器を挿入し、取り付けパネルをはさんで裏面より添付の取り付け金具で固定して下さい。

電極の設置方法4.3.

次の様な点を考慮の上、設置場所を選定して下さい。

( )激 し い 振 動 の な い 場 所 。1
( )腐 食 性 ガ ス 、 ほ こ り の ない 場 所 。2
( )モ ー タ ー 等 の 誘 導 障 害 を及 ぼ す 機 器 と 離 れ てい る 場 所 。3
( )保 守 点 検 等 の 容 易 な 場 所。4
( )被 検 液 の 液 面 が 変 動 し て も 常 に 電 極 が 液 中 に ひ た っ て い る よ う に 取 り 付5

け て 下 さ い 。

( )流 速 の 影 響 は 余 り 有 り ま せ ん が 、 大 き す ぎ る と 気 泡 が 発 生 し や す く 、 少6
な い と 指 示 の 応 答 が 遅 くな り ま す 。

( )電 極 ケ ー ブ ル の 長 さ は 、 メ ン テ ナ ン ス 時 の 取 外 し を 考 慮 し て 余 裕 を 持 た7
せ て ご 使 用 く だ さ い 。
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電極の取付方法4.4.

配管取り付け寸法に合わせてフランジを溶接後取り付けて下さい。

計器の配線方法5.

電極ケーブルの配線方法5.1.

電極ケーブルの端末に表示されている｢ ｣｢ ｣｢ ｣を計器裏面端子台の｢ ｣｢ ｣｢ ｣にC1 C2 S C1 C2 S
それぞれ接続して下さい。｢ ｣端子は大地アースでは有りませんので｢ ｣端子ととは接S GND
続しないで下さい。

電源の接続方法5.2.

を計器裏面端子台の｢ ｣｢ ｣端子に接続して下さい。AC100V 50/60Hz 100V 0

記録計出力の配線方法5.3.
記録計や変換器を使用する場合は記録計±の端子に接続して下さい。標準では出力は

Ωの抵抗が接続された状態で ～ です。またオプションとして ～ ｍ 絶縁200 0 200mV DC4 20 A
出力も可能です

電源 自動制御(H) 記録計
AC100V A C B + - S

電極
C2 C1

FUSE

AC電源

電極ケーブル

Ｃ１

Ｃ２

Ｓ

Ｂ
接
点

Ａ
接
点

コ
モ
ン

制御出力
AC250V5A
(抵抗負荷）

記録計、変換器へ

大地アース

注意

◎ 端子に 電源を接続して通電すると、計器が焼損する恐れがあります。AC100V AC200V
◎ 又は、 の電源を電源端子以外に接続して通電すると、計器が焼損する恐れAC100V AC200V
があります。

◎感電防止のため 端子は必ず大地に接地してください。GND
◎電源を供給している状態でケーブルの接続作業は危険です。電源を切って行ってください。
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警報接点出力の配線方法5.4.

警報接点として、ノーマルオープン( )、ノーマルクローズ( )接点を有しています。NO NC
接点をご使用の場合は、電源断でもクローズになりますのでご注意ください。NC

接点構成図5.5.

動作及び運転6.

運転前の確認6.1.

本体配線、電極の取り付け、配線が終わりましたら次の点を確認して下さい。

( )配 線 の 間 違 い 。1
( )電 源 電 圧 の 確 認 。2
( )警 報 接 点 に 容 量 以 上 の 負荷 が 接 続 さ れ て い ない か 。3

間違いがなければ端子台カバーを取付け、電源を投入して下さい。計器は動作状態にな

ります。

警報設定6.2.
前面の警報設定つまみを回して警報設定点を合わせて下さい

設定値及び表示値 接点状態

Ω㎝目盛

Ａ Ｃ Ｂ

Ａ Ｃ Ｂ

Ａ Ｃ Ｂ

電源OFF時及び｢警報解除｣ONの時
の接点状態

SET

SET

μＳ／㎝目盛

Ａ Ｃ Ｂ

Ａ Ｃ Ｂ

SET ：設定値
▲ ：測定値
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警報動作6.3.

運転中に水質が変わり警報設定値を越えるとリレーが動作し、表面パネルの警報動ラン

プが点灯しリレーが動作したことを示します。

運転中に警報回路を働かせたくない場合は表面パネルの警報動作解除スイッチを「切」

側に倒すと、警報回路の動作が停止します。

使用上の注意6.4.

( )電極先端に気泡がありますと測定妨害となります。1
( )電極金属部は直接手で触れないようにして下さい。2

注意

◎電源配線、警報接点と電極の配線は近づけないようにしてください。

◎警報接点の によりノイズが誘導することがあります。このようなときには、接点ON/OFF

間にサージキラー( Ω μ 程度)を取り付けてください。AC250V 120 +0.1 F

◎警報接点の接点容量をこえる負荷は、駆動しないでください。
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保 守7.

電極の保守7.1.

電極の洗浄7.1.1.

電極に汚れが付着しますと正しい測定をする事が出来ません。定期的に電極を洗浄して

下い。

① 用 意 す る もの

◎ ブ ラ シ また は 綿 棒

◎ 中 性 洗 剤

② 洗 浄 方 法

◎ 電 極 の 金 属 部 に 中 性 洗 剤 を 付 け ブ ラ シ ま た は 綿 棒 で 軽 く こ す っ た 後 、 清

水 で 水 洗 い し 下 さ い 。

校正7.2.

標準液または導電率値が明かな溶液を充分に洗浄した容器に入れ測定して下さい。

◎塩化カリウム標準液（ μ ℃）の作製手順147 S/cm 25
塩化カリウム粉末 を純水 中に溶かし 取り、これを の純水で希釈する。0.7440g 1 100m 900ml l l

また標準液で確認できない測定範囲を持つ計器のときは、前記標準液を用い別の多レン

ジの導電率計で校正後、測定範囲内の溶液を作成し比較する方法があります。
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故障の発見と対策8.

現 象 原 因 対 策

測定できない ( )計器本体異常 納入業者に連絡1
( )電極異常 電極交換2

裏面端 子台 を ( )計器本体の異常 納入業者に連絡C1,C2 1
外 し て も 指 示 が ( )電極の異常 〃0 2
(∞）にならない

測定値が安定しない ( )電極絶縁低下 電極交換1
( )電極に気泡がたまっている 気泡を取除く2

指示が振切れる ( )測定範囲をこえている 測定値を確認1
( )電極破損またはケーブルショート 納入業者に連絡2

指示が０(∞)のまま ( )電極破損またはケーブル断線 納入業者に連絡1
測定値が合わない ( )電極の汚れ 参照1 P.11
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参考資料9.

溶液の温度特性について

溶液の電導度は温度が変ると変化します。ある温度を基準として電導度が変化する割合

を示すのが温度係数で、単位は「％／℃」です。

一般的に温度係数は、強酸、強アルカリを除き２％／℃の割合で増加するとみて良いと

いえます。しかし厳密に言うと溶液の種類、濃度により異なってきます。

ＪＩＳでは｢水の試験では ℃の値を用いる」と規定しています25
ある温度ｔ℃における電導度Ｓｔを ℃に換算した電導度Ｓ２５は次式で算出すること25

ができます。

S25=
1+

t- 25 ×2

100

St
lS/㎝
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